
   

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

日本画家 千葉忠明様 「新潟飯士山」寄贈 
職員玄関を入ると、左手に大きな日本画が２点飾ってあります。作者は『今井爽邦（そうほう）』様です。本名は

今井和一郎様です。明治５年に万条新田に生まれ、舞子小学校を卒業し、東京で成功された郷土の画家で

す。爽邦様には一人娘がおられました。その方から生まれた人が千葉忠明様です。 

現在、茨城県牛久市にお住まいの千葉忠明様が先日、中之島小学校を訪れました。千葉様は、2020 年に

上野の森美術館で個展を開催されるほど、著名な日本画家です。また、２年前、中之島小学校に、ご自身の作

品集『故郷の山を描く』を寄贈してくださりました。戦時中は、お祖父様の実家や親戚を頼って万条新田に疎開し

ており、舞子小学校、中之島中学校を卒業されました。 

今回、千葉様から「心のふるさとである中之島小学校に作品を寄贈したい」というありがたいお申し出がありまし

た。縦 90cm、横 180cm のとても大きな日本画です。作品名は『新潟飯士山』です。 

千葉様は展覧会でいろんな方に「この絵を売ってほしい」と言われたそうです。しかし、この飯士山の作品だけは

絶対に手放さずに、中之島小学校に寄贈したい、という思いであったそうです。 

４月２日（火）に職員玄関の右手に専門家から飾っていただきました。ぜひ、保護者の皆様、地域の皆様も、

ご覧いただきたくご紹介いたします。学校に足を運んでいただき、名作を鑑賞してください。 

令和６年度  特別号   令和６年４月１２日発行 校長 山本未知雄 

ホームページで日々の子どもたちの様子を紹介しています 「南魚沼市立中之島小学校 トップ」で検索を 

【教育目標】 
すなおで 
かしこく 
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